初見演奏調査から読譜能力を探る by 高橋 一行


















































１．実施対象者：平成 30 年度　武蔵野大学 2 年生保育内容指導法（音楽表現）受講生９６名






















( 100・0・0 ） ( 84・16・0 ） ( 100・0・0 ） ( 100・0・0 ） ( 90・10・0 ）
《 98.7・1.3・0 》 《 76.5・22.2・1.3 》 《 88.8・9.9・1.3 》 《 91.4・16.2・2.4 》 《 80.2・16.1・3.7 》
1 2 3 4 5
( 90・9・1 ） ( 95・4・1 ） ( 89・9・2 ） ( 79・16・5 ） ( 96・4・0 ）
《 82.7・12.3・5 》 《 93.8・4.9・1.3 》 《 88.9・7.4・3.7 》《 70.3・23.5・6.2 》 《 88.9・7.4・3.7 》
6 7 8 9
問題２
( 95.4・1.2・3.4 ） ( 80.5・16.1・3.4 ） ( 98.8・1.2・0 ） ( 93.3・5.7・0 ） ( 84・11.5・4.5 ）
《 93.1・5.4・1.2 》《 86.2・11.5・2.3 》 《 97.7・2.3・0 》 《 77.0・19.5・3.5 》 《 85.1・11.5・3.4 》
1 2 3 4 5
( 96.6・3.4・0 ） ( 80.5・17.2・2.3 ） ( 67.8・27.6・4.6 ） ( 50.6・37.9・11.5 ） ( 82.8・13.8・3.4 ）
《 83.9・9.2・6.9 》 《 80.5・13.8・5.7 》 《 80.5・14.9・4.6 》 《 44.8・27.6・27.6 》 《 74.7・17.2・8.1 》
6 7 8 9
問題３
弾く ( 92.8・3.6・3.6 ） ( 91.6・7.2・1.2 ） ( 81.9・15.7・2.4 ） ( 86.8・10.8・2.4 ） ( 83.1・13.3・3.6 ）
歌う 《 94.1・4.7・1.2 》 《 94.1・5.9・0 》 《 92.9・5.9・1.2 》 《 92.9・7.1・0 》 《 78.8・20・1.2 》
1 2 3 4 5
( 44.6・45.8・9.6 ） ( 92.8・6・1.2 ） ( 90.4・8.4・1.2 ） ( 75.9・21.7・2.4 ） ( 95.2・4.8・0 ）
《 56.5・40・3.5 》 《 94.1・4.7・1.2 》 《 85.9・14.1・0 》 《 82.4・16.4・1.2 》 《 92.9・5.9・1.2 》
















① 1 - 1 四分音符のリズムを基本とする（100・0・0）《98.7・1.3・0》
　＊四分音符のリズムのため正解率がもっとも高い。
② 1 - 2 リズムは、基本リズムを付点四分音符に変化させたリズム（84.0・16.0・0）《76.5・22.2・1.3》
　＊付点四分音符のリズムは、両手で弾く場合正解率が少し低い。
③ 1 - 3 リズムは、四分休符を入れる（100・0・0）《88.8・9.9・1.3》
　＊基本リズムと同じ四分休符のため、片手演奏では全員正確にリズムがとれており、正解率が高い。
問題４
歌う ( 61.8・29.2・9 ） ( 58.4・31.5・10.1 ） ( 62.9・33.6・4.5 ） ( 64・27・9 ） ( 42.7・41.6・15.7 ）
弾く 《 74.2・24.3・4.5 》 《 64.0・25.9・10.1 》 《 82・14.6・3.4 》 《 71.9・24.7・3.4 》 《 64・24.7・11.3 》
1 2 3 4 5
( 68.5・25.8・5.6 ） ( 61.8・24.7・13.5 ） ( 89.9・9・1.1 ） ( 93.3・5.6・1.1 ） ( 51.7・41.6・6.7 ）
《 79.7・16.9・3.4 》 《 66.3・22.5・11.2 》 《 87.6・10.2・2.2 》 《 94.4・3.4・2.2 》 《 64・28.1・7.9 》
6 7 8 9
問題５
歌う ( 61.1・30・8.9 ） ( 87.8・11.1・1.1 ） ( 52.5・35.6・12.2 ） ( 52.2・31.1・16.7 ） ( 86.7・10・3.3 ）
弾く 《 71.1・21.1・7.8 》 《 85.6・12.2・4.4 》 《 51.5・36.7・12.2 》 《 77.8・17.8・4.4 》 《 92.2・4.4・3.3 》
1 2 3 4 5
( 86.7・10・3.3 ） ( 83.3・13.3・3.4 ） ( 87.8・8.9・3.3 ） ( 75.6・22.2・2.2 ） ( 44.4・47.8・7.8 ）
《 88.9・10・1.1 》 《 76.7・20・3.3 》 《 93.3・3.3・3.3 》 《 84.4・14.4・1.1 》 《 52.2・44.4・3.3 》




④ 1 - 4 リズムは、二分音符リズムを入れる（100・0・0）《91.4・16.2・2.4》
　＊二分音符のリズムは、全員正確にリズムがとれている。
⑤ 1 - 5 リズムは、付点二分音符のリズムを入れる（90・10・0）《80.2･16.1・3.7》
　＊付点二分音符のリズムは、三拍音をのばすリズムである。比較的全員が理解し正解
　　率も高いが、両手演奏になると少しではあるが正解率が落ちている。
⑥ 1 - 6 リズムは、付点四分音符リズムを入れる（90・9・1）《82.7・12.3・5.0》
　＊ 1 - 2 と同じ付点リズムであるが、冒頭に付点リズムがくる方が正確に弾けている。
⑦ 1 - 7 リズムは、四分休符を二か所入れる（95・4・1）《93.8・4.9・1.3》
　＊四分音符を基本とするため休みの拍であるが正解率は高い。
⑧ 1 - 8 リズムは、付点四分音符を入れる（89・9・2）《88.9・7.4・3.7》
　＊ 1 - 6 と同じ付点のリズムであるので正解率は高い。
⑨ 1 - 9 リズムは、休符リズムと付点リズムを入れる（79・16・4.5）《70.3・23.5・6.2》
　＊休符リズムと付点リズムを入れた関係で正解率が少し低い。
⑩ 1 - 10 リズムは、休符リズムを 2 か所入れる（96・4・0）《88.9・7.4・3.7》
　＊四分休符が 2 つで、1 - 1 の基本リズムに近いため正解率は高い。
 
⑪ 2 - 1 リズムは、シンコペーションリズムを入れる（95.4・1.2・3.4）《93.1・5.7・1.2》
　＊シンコペーションのリズムであるが四分音符を基本とするため正解率は高い。
⑫ 2 - 2 リズムは、八分休符を入れる（80.5・16.1・3.4）《86.2・11.5・2.3》
　＊全体的な正解率は高い。しかも両手で弾く方が正解率は高くなっている。
⑬ 2 - 3 リズムは、八分音符を入れる（98.8・1.2・0）《97.7・2.3・0》
　＊規則的な八分音符のため正解率が高い。
⑭ 2 - 4 リズムは、八分音符と四分休符を入れる（93.3・5.7・0）《77.0・19.5・3.5》
　＊片手リズムは正解率は高いが、両手の演奏では休符が入るため正解率が低い。
⑮ 2 - 5 リズムは、付点四分音符と八分音符を入れる（84・11.5・4.5）《85.1・11.5・3.4》
　＊比較的正解率は高い。




⑰ 2 - 7 リズムは、四分休符と八分休符を入れる（80.5･17.2・2.3）《80.5・13.8・5.7》
　＊比較的正解率は高い




⑲ 2 - 9 リズムは、シンコペーションのリズム（50.6・37.9・11.5）《44.8・27.6・27・6》
　＊このシンコペーションのリズムは最も正解率が低く、片手両手でも難しいリズムである結果
　　が見られる。





　　 　単音では、３つの問題≪⑨ 1-9・⑱ 2-8・⑲ 2-9 ≫以外 80％の学生が読めている結果であっ




　　 ことが初心者にとっては難しいということである。（問題 1・2 参照）
（３）正解率の低い３つの問題≪⑨ 1-9・⑱ 2-8・⑲ 2-9 ≫について
 １．⑨ 1-9 の問題　
　　 　付点リズム問題の難しさについては、1-6 や 1-8 問題のように拍の頭にくる場合は、
　　 対応ができているが、四分休符が前にあることで、拍の戸惑いが付点のリズムの難しさを
　　 生んでいると思われる。
 ２．⑱ 2-8 の問題　
　　 　単音の八分休符の後打ちリズム問題（q c q c）では、67.8％の学生が正しく演奏している
　　 が、少し間違えたを含め 32.2％の学生が、正しく演奏できなかった結果であった。























生にアンケート形式で答えてもらった。問題の順番は、楽譜問題３が 1 回目は弾くこと 2 回目は


























＊ 3-6 の付点のリズム（c t）は逆付点
６．シンコペーションリズムは、正解率が低い（4-7）。
　リズム問題においてもシンコペーションは正解率が低い。
＊解決策は、リズム問題のシンコペーションに順ずる
７．5-3 楽譜のスラーの正解率が低い
おわりに
　今回のアンケートには楽譜カードを作成したものを用いた。「なぜカード！！」と思われるが、
その理由は、遊びの要素が含まれるからである。また、反復練習がカードの順番を入れ替えるこ
とにより簡単に新しい問題へと変えられることができるためで、楽譜を瞬間に読み取ることがで
きるように工夫したものである。よく子どもに使用するカード遊びに使われているフラッシュ
カードと同じ原理で、遊びながら用いられているものである。楽譜は、正確に弾いたり、歌った
りするものであるが、音楽初心者にとっては、子どもも含め遊び感覚で取り組めるようにしたも
のである。
　楽譜の見方について、音楽初心者は楽譜を見るとき、音符１つずつを見て演奏する傾向にある。
しかし、少し慣れた音楽経験者は、音符の塊（１小節・又は２小節）で見ることができるように
なる。音楽は、通常２小節が動機と言われ、１つのフレーズとなることが多い。しかし、２小節
をみることは初心者にとっては大変なことである。もう少し短い１小節の音符を１つの塊として
みることが必要と思われる。それは、私達の幼少期の文字を覚える時と同じである。初めて文字
を覚える場合、１つずつの文字を拾い読みしていたが、慣れると文字の塊（単語）で読むことが
できるようになる。できるだけ塊で読むようにするために、あえて１小節を塊として問題カード
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を作った。そして、あえてそこにゲーム感覚の遊びの要素を取り入れた。
　しかし、反面、楽譜は読めるだけでは、その曲の中身が感じられるものではない。その楽譜の
表現方法は１つだけではないのである。自分でその曲をどう演奏したいのか？考えていく必要が
ある。それが考えられるようになってくると、もっと楽しさが分かってくると思われる。
　問題のカード作製においては、２年生になると楽譜が多少読めるようになるため、五線のカー
ドを渡し問題を作ってもらったが、１小節だけなので誰でも簡単に作れた。なかには、童謡の中
の１小節を書いたものもいた。学生一人一人が問題を作ることに楽しさを感じていた。
　特にリズムに関しては、幼児期には言葉リズム（口唱歌：かき・みかん等）で教えることが最
も良い方法と思われる。音符の持つリズムのニュアンスがそのまま活かされるからである。筆者
がアフリカでの太鼓（ジャンベ）を教えてもらったおりにも・口唱歌で教えてもらった。
　音程においては、臨時記号を入れたものではなく、長調の音階でできる範囲のものであった。
これは、学生自身が初歩的な音程間隔で作ったものである。
　私達音楽教員は、学生達にできるだけ音楽を楽しいものとして考えてもらいたい。しかし、現
実は「音我苦」となっている人もいるため、様々な方法でそれらを克服しなければならないと考
えている。
　今回は、ごく初歩のリズムとハ長調のみであったが、今後、あらゆる調子で試みたい。特に音
楽初心者が、楽譜をできるだけ早く克服するために、原因を探りたいと思っている。
